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	安全データシート
	食品添加物 炭酸ソーダ（炭酸ナトリウム）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	１．製品（物質または混合物）および会社情報　　　　　　　　　　　　
	ＧＨＳに関連する製品名（成分名）
	食品添加物 炭酸ソーダ（炭酸ナトリウム）
	会社名　　　　　　　　　　 大洋製薬株式会社
	担当部門                　 お客様電話相談窓口
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	２．危険有害性の要約　
	　　
	ＧＨＳ分類
	分類実施日                  NITE統合版 政府によるＧＨＳ分類　2008年
	物理化学的危険性　　　　　 区分外
	健康に対する有害性         眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性   区分１
	特定標的臓器毒性（単回ばく露） 区分３（気道刺激性、麻酔作用）
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	ＧＨＳラベル要素
	絵表示　　　                   
	注意喚起語                危険
	危険有害性情報            H318重篤な眼の損傷
	H335呼吸器への刺激のおそれ
	H336眠気またはめまいのおそれ
	H332吸入すると有害
	注意書き
	　　安全対策　　　　　　　　　 P102子供の手の届かないところに置くこと。
	　　　　　　　　　　　　　　　 P201使用前に取扱説明書を入手すること。
	P202全ての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。　
	P280保護眼鏡/保護面等を着用すること。
	P260粉塵/煙/ガス/ミスト/蒸気の吸入を避けること。　　　　　　　　　　　　　
	応急措置                   眼に入った場合：
	P305+P351+P338水で数分間注意深く洗うこと。次にコンタクトレンズを
	着用していて容易に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。
	P310直ちに医師に連絡すること。
	吸入した場合：
	P304+P340空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で
	休息させること。
	P312気分が悪い時は医師に連絡すること。
	保　　管　　　　　　　　   P403+P233換気の良いところで保管すること。容器を密閉しておくこ
	　　廃　　棄　　　　　　　　   P501内容物、容器の廃棄については関連法規並びに都道府県知事の
	　　　　　　　　           許可を受けた専門の廃棄物処理業者に業務委託すること。
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	３．組成および成分情報 （物質または混合物）
	単一物質
	化学的特定名
	別　名
	英語名
	分子式
	Na2CO3・H2O
	ＣＡＳ番号
	497-19-8
	化審法官報整理番号
	(1)-164
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　 　　  
	４．応急措置
	眼に入った場合：           P305+P351+P338水で数分間注意深く洗うこと。次にコ
	着用していて容易に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。
	P310直ちに医師に連絡すること。
	吸入した場合：             P304+P340空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で
	P312気分が悪い時は医師に連絡すること。
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	５．火災時の措置　
	適切な消火剤：　　　　　　水噴霧、泡消火剤、二酸化炭素、粉末消火剤、乾燥砂類
	使ってはならない消火剤：　棒状注水
	本品による危険性：　　　　不燃性であり、それ自身は燃えないが、加熱されると分解して
	　　　　　　　　　　　腐食性及び/又は毒性の煙霧を発生するおそれがある。火災時に
	　　　　　　　　　　　刺激性、腐食性及び毒性のガスを発生するおそれがある。
	　　特有の消化方法：　　　　　安全に対処できるならば火災区域から容器を除去すること。
	   消火を行う者の保護:   適切な空気呼吸器、防護服（耐熱性）着用する。
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	６．漏出時の措置　
	緊急措置：　　　　　　　　　関係者以外の立ち入りを禁止する。
	    　　　　　　　　　　　　　　直ちに、全ての方向に適切な距離を漏洩区域として隔離する。　
	　　　　　　　　　　　　　　すべての着火源を取除く。
	保護具および緊急時措置：　　(８．暴露防止および人に対する保護措置)を参照する。
	環境に対する予防措置：　　　漏洩物を環境中に放出してはならない。　　　
	回収・中和：　　　　　　　　漏洩物を掻き集めて空容器に回収し、後で廃棄処理する。
	封じ込め及び浄化方法・機材：水で湿らせ、空気中のダストを減らし分散を防ぐ。　　　　　　　　　　　　　
	　　二次災害の防止策：　　　　　プラスチックシートで覆いをし、散乱を防ぐ。
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	７．取扱いおよび保管上の注意
	安全な取扱いのための予防措置：
	P102子供の手の届かないところに置くこと。
	P201使用前に取扱説明書を入手すること。
	P202全ての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。　
	P264取扱い後は眼や手などをよく洗うこと。
	P280保護眼鏡/保護面等を着用すること。
	　　　　　　　　　　　　　　　　P260粉塵/煙/ガス/ミスト/蒸気を吸入しないこと。　　　　　　　
	混触危険物質等安全な保管場所：　
	　　　　　　　　　　　　　　P403+P233換気の良いところで保管すること。容器を密閉しておくこと
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	８．暴露防止および人に対する保護措置
	管理濃度： 　　　　　　　　 未設定
	許容濃度：
	　日本産衛学会（2007年版）　未設定
	ACGIH（2007年版）　 未設定
	設備対策：                             この物質を貯蔵ないし取扱う作業場
	を設置すること。 作業場には全体換気装置、局所排気装置を
	設置すること。          　　　　　　　
	保護具：　　　　　　　　　　　
	　   呼吸用保護具　　　　　　　必要に応じて保護マスクや呼吸用保護具を着用する。
	手の保護具　　　　　　　　適切な保護手袋を着用する。
	眼の保護具　　　　　　　　呼吸用保護具と併用して、保護眼鏡やゴーグルを着用する。
	皮膚および身体の保護具　　適切な保護衣を着用する。
	　　衛生対策：　　　　　　　　　取扱い後はよく手を洗うこと。
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	９．物理的および化学的性質
	　外観（物理的状態、色など）  白色の吸湿性の粉末 (ICSC1135 (J) (2024.04.)
	　臭い　　　　　        無臭　　　 
	   ｐＨ                 11.7
	　融点/凝固点            851℃ (400℃で熱分解) (ICSC1135 (J) (
	　沸点                  1600℃ : PATTY (5th, 2001)
	引火点　　　　　　　　　不燃性 : HSDB (2003)
	燃焼性（固体,気体)     不燃性 : HSDB (2003)
	爆発範囲　　　        情報なし
	蒸気圧               9.92*10^(-9)mmHg(25℃): SRC (acce
	蒸気密度             情報なし
	密度　　　　　         2.5g/cm3 (ICSC1135 (J) (2024.04.))
	溶解度                水：30.7g/100g (25℃) : Lide (88th
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　(14th, 2006)，エタノール:不溶: HSDB (200
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　(88th, 2008)
	ｎ-オクタノール／水分配係数 
	　　　　　　　　　　　　log P = -6.19 : SRC (access on 7. 2008
	　　分解温度　　　　　　　　情報なし
	粘度（粘性率）　　　　　情報なし
	粉じん爆発下限濃度　　　 情報なし
	最小発火エネルギー      情報なし
	体積抵抗率(導電率)      情報なし
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	１０．安定性および反応性
	反応性：　　　　　　　　　　法規制に従った保管及び取扱においては安定と考えられる。 　
	危険有害反応の可能性：　　　水溶液は中程度の強さの塩基である。酸と激しく反応する。
	マグネシウム、五酸化リンと反応し、爆発の危険をもたらす。
	避けるべき条件：　　　　　　情報なし
	混触危険物質：　　　　　　　酸、マグネシウム、五酸化リン
	危険有害性のある分解生成物：情報なし 
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